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プ
リ
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払
訂
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P
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イプ嵩
鼠
鋼
舵
基
地
樹
舵
八
十
押
入
､
定
似
余
勢
凹
太
治
銀
､
大

正
.十
相
中
十
二
月
静
狩
o

総
雑
拙
班
の
超
脱
は
多
-
珊
瑚
物
現
撰
塔
に
よ
り
て
村
越
掌
b
れ
､
地

球
の
歴
史
は
地
質
偽
苗

に
よ
り
て
批
汲
は
れ
'
耶
潜
の
統

t
は
緒
の
上
に

泣
帖
の
鮎
が
勘
-
轍
か
つ
i1が
､
本
革
に
此
の
舶
瀬
か
給
食
L
i1
著
作
で

め
っ
て
､
蕪
づ
以
て
此
即
に
於
て
従
和
の
炊
佑
･B
椛
ふ
L
も
の
と
珊
代
れ

ば
な
ら
ぬ
'
地

蛾
の
超
脱
わ
説
-
に
'地
づ
繁
か
鼠
慮
界
に
超
し
て
'
カ
ン

ナ
戊
ラ
ブ
ラ
ー
ス
の
盈
環
視
か
ら
'
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
潮
汐
燕
化
硯
､
流
品

評
'
徴
怒
盈
拭
'
小
語
義

と
椴
松
迫

ひ
､
是
等
の
諸
説
の
長
痛
み
批
判

し
､
次
に
御
感
盈
湖
に
依
t山
地

球
の
於
旭
の
階
税
か
鵬
べ
て
地
史
に
入
り

各
地
貿
時
代
の
瓶
候
'
湖
細
物
'
岩
石
の
沌
蛸
的
分
邪
や
北
転

進
教
法
の
L

械
様
な
蛸
ろ
掘
り
よ
-＼冊
明
に
叙
糾
し
､
W
hに
人
類
の
摩
児
と
氷
河
瓶
幌

の
流
凹
と
わ
#
:叔
し
て
'叔
校
に
太
陽
系
がIt
戊
に
問
で
ろ
新
説
と
､叔
近
現

界
に
八
釜
敷

い
I=T
ユ
ダ
ネ
ル
の
大
幡
格
納
祝
と
ね
紹
介
し
て
.帥
右
結
ん
だ

誠
に
鈍
の
利
い
圭
且
島
野
顎
で
あ
る
'地
筑
時
代
の
院
分
や
､大
腿
械
流
の

永
存
か
主
張
す
る
わ
た
り
･T.よ
A
}'
概
し
て
弘
光
利
抑
撰
凪
の
色

好
が
地
厚

の
鹿
で
釣
る
'
地
史
申
本
邦
の
t付
加
岩
系
や
結
晶
仲
新
発
に
鳳
で
る
記
事

が
胎
り
に
偶
恥
で
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寸
ア
ツ
ケ
痛

い
や
う
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感
が
釣
り
､
本
邦
市
托
厨
に

硫
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の
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狐
に
ア
ツ
サ
リ
と
片
附
け
､
端
洲
や
朝
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の
地
質
に
紬
し

新

刊

紹

介

て
ほ
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7
向
雷
及
せ
ら
れ
て
居
な
い
投
で
み
ろ
の
は
'
非
職
地
が
純
か
つ

た
病
め
で
わ
ら
-
か
'
虎
物
の
越
流
に
紺
し
て
も
紺
単
組
が
引
用
せ
ら
れ

て
あ
る
が
､
開
班
が
問
題
で
あ
る
セ
イ
か
'
何
と
知
-
稗
足
り
無
い

椋
屯

銘
が
サ
ム
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け
れど
も

1
硯
の
認
容
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械
ろ
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で
､
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ケ
救
市
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附
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越
+(
ら
れ
､
秋
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て
稀
で
'
図
版
ー‡
鮮
明
に
､
科
掛

的
興
軸
の
沖
々
と
し
て
訟
き
ざ
ろ
涙
管
で
､
切
に
地
顔
愛
好
者
の
1
笥
な

奨
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に
地
理
教
材
が
昧
々
の
蟹
わ
畢
げ
て
か
ら
ほ
や
'
五

最
霜
今
%
は
愈
舛
七
晒
が
で
㍗
t
EE
吹
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つ
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‥
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独
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賀
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勧
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物
が
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材
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磯
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叱
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櫓
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械
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蜘
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潜
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迫
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二
桁
敵
将
に
親
風
し
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く
都
市
計
数
の
庶
現
わ
鞍
汝
し
､
叉
潜
代

Z
流

の
郡
市
計
親
米
ノ
ー
レ
ン
'
り
ユ
ー
イ
ス
'
パ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
､
レ
-
守

ン
ド
ア
ン
ウ
イ
ン
､
セ
Ⅵ
イ
fi
紙
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訓
代
に
放
い
て
鞭
与
研
究
か
聴
み
'
倍

飲
米
綿
図
着
省
都
前
に
於
げ
ろ
計
鮎
封
熊
坪
地
私
有
得
せ
る
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界
の
新
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で
あ
ろ
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の
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坤
の
研
究
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代
地
統
轄
切
結
鵜
に
叱
れ
る
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の
即
ち
木

静
で
あ
る
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木
潜
に
於

い
て
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鮮
明
な
る
甘
十
六
髄
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て
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う
他
界
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郡
市
計
損
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的
観
せ
し
め
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次

い
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塊

二
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池
機
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地
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整
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部
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宅

六
地
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制
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七
公
北
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施
設
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批
昇
り
都
祁
計
鑑
に
輔
T
ろ
あ
ら
叩
る
カ
南
の
他
念
を

.)
日
艦
然
の
中
に
粒
絡
せ
し
め
'
叔
後
11
本
邦
郡
市
計
鑑
の

7
椴
的
枇
食

み
粥

(
ん
.と
し
て
倍
ろ
O
其
の
排
列
せ

る材
料
は
甚
だ
盟
笛
に
､
雨
も
串

に
材
料

の
常
椴
小仏
ろ
私
以
て
髄
邸
と
ぜ
ず
'
排
列
せ
る
設
計
考
案
に
は

】
々
捕
縄
ザ
<･樹
解
と
ぬ
旨
の
′説
明
と
み
附
し
t
T
般
誠
啓
子
な
し
て
･･J

容
易
に
都
市
計
巌
の
何
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ろ
や
わ
理
解
せ
し
め
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'
倍
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に
騨

Ⅷ
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溌
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批
判
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せ
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叫
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現
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や
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9･ほ
暫
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昭
4
,'
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の
邸
兜
か

菅
山空
-
ろ
紺
に
は
行
か
ぬ
O
其
の
傾
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が
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力
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以
て
如
何
と
も
廿,EL
批

Jr,､
時
の
勢
で
あ
る
事
b
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､
曹
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碍
ろ
多
数
の
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目
の
塊
LP
で
為
都

市
に
於
い
て
､
仕
戊
の
姐
頗
~
術
塊
､
撃

轡

傑
宜
､
髄
率
脚
進
等
其
の

他
諸
税
の
捜
.gn
に
拘
っ
て
戯
尊
の
ガ
策
か
講
じ
i･{け
れ
げ
な
ら
ぬ
｡
'而
し

て
其
の
ガ
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は
郡
骨
人
士
各
日iLが
柑
協
力
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柑
研
罪
し
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講
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な
け
れ
ば

小rAら
ぬ
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か
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市
計
鑑
に
聞
す
ろ
疑
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超
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般
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曲
の
蕊
雌
に
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い
て
静
.iq
な
る

節
五
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弟
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助
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未
凡

肘
戊
は
批
界
の
都
市
計
数
に
放
て
7
枚
の

概
念

も
得
て
置
く
串
が
必
要
で

あ
る
0
登
院
各
自
の
都
市
に
就
い
て
そ
れ
･e
l
嵐
蘭
日
に
考
へ
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要
が

み
ろ
｡
魂
に
前
席
に
し
て
地
軸
盛
に
地
味

か
祈す
る
も
の
ー
個
食
叩
戊
で

な
-
と
も
喝
も
粕
現
儲
YS.研
究
せ
ん
と
思
ほ
ん
鵜
の
も
の
は
倍
賞
之
れ
に

関
す
る

}
紐
的
加
減
在
野

J
置
か
れ
_で
叱
ら
ぬ
｡
何
と
な
れ
ば
常
人
の
取

我
ふ
地
形
'
地
斑
､
水
利
'
免
償
等
の
自
然
地
理
的
憶
伸
故
び
に
人
文
地

租
に
於
い
Y
研
究
す
る
人
々
'
鹿
雑
'
政
治
'
紹
鞠
等
托
何
れ
も
部
将
計

盟
と
相
隣
睦
す
る
肝
誠
に
甚
大
な
る
-
の
が
存
す
る
か
ら
で
み
る
.
斯
か

る
見
地
の
み
ょ
り
す
る
も
地
租
瀞
の
健
は
勿
論
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尊
京
晩
翠
T.よ
る
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展
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魂
に
他
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鍵
に
興
味
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す
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枚
親
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榊
つ
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放
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の
1
放

れ
蕗
め
拭

い
の
で
あ
る
｡
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し
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れ
生
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が
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し
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界
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都
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の

党
蹴
､
設
計
'
施
政
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郊
外
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ら
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番
に
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潟
鮮
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で
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め
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磯
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又
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伐
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叱
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ず
る
｡
(小
牧
)

の
盛

栄

民

族

郊

7
魯

文
壌
博
士

鳥
摺
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光
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滞
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叫
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介
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搾
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し
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錦
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剤

L
i1



t{
紘
=.[ナ
ユ
ダ
チ
'
コ
-
i
-
ノ
'
ア

レ
･>
ト
ー
こ
カ
ギ
-
ル
仙瑚
S
巾
.開
化

利
結
構

の
八
紬
,mi放
火
仰
mi的
北
越
が
詳
細
に
,?
:-
1,J
か
ろ
'
耽
随
の
石

L=舶
叫

代
打
風
俗
に
川
似

L

ホト
-･G
が
4-
も
轡

,･隼
r
の
民
族
,31
時
.1
機
つ

で
お

ろ
こ
と
が
明
に
鞘
肝
rJ
h
tl･｡
堕

葱

に
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
ダ
ー
ル
､

エ
ス
キ
モ
ー
､
ア
イ

ヌ､中
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光
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榊
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植
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懲
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光
り
の

前
に
わ
ら
伸
一ハ
妖
怪
建
化
が
噂
,i
-
ぜ
i1
恩
が
す
る
｡
古
の
地
砕
料
か
汲

む
上
に
絵
描
耐
白
い
教
考

_こな
る
と
附
仙
ふ
､
こ
と
.1
支

那

の
紳
輔
の
記
録

研
班
潜
に
も
つ
て
,,
い
の

碑で
あ
る
G
(藤
田
)

0

南

紀

溶

崎

の
漸

噴

騰

泉

和
秋
川
新
関
準
埋
那
瑚
戸
粥
川
打
払

噂
に
於
で
､､
大
成
工

二
中
朕
餅
村
田
臓
が
韓
地
祇
錐
い
舛
典
偶
然
問
駄
Iuig

騰
免
か
得
'
紋
徳
川
絹
倫
償
ー‡
'
之
私
不
悉
間
故
紙
泉
と
額
づ
け
'
七
に

其
甘
心
努
力
か
抑
揚
せ
,r
れ
i1
.
爾
鉱
同
軸
の
汎
泉
洗
練
竹
に
､
俄
に
昂

モ
ーー

精
し
'
携
崎
文

盈

土
地
株
式
骨
虻
に
'
大
正
十
四
年
五
佃
越
に
就
錐

か施

行
L
t
其
申

1
個
所
は
､
深
さ
七
十
尺
で
地
位
の
飾
め
対
比
し
ii
が
'
他

の
四
佃
藤
は
何
れ
も
絶
島
か
得
ii
t
ぬ
づ
大
正
十
三
年
か
ら
.*
り
火
々
商

機
流
側
の
水
田
吋
に
行
っ
ii統
錐
E
.
十
的
串
六
月
探
三
二

甘
九
尺
で
'

五
十
八
度
(捕
戊
)
の
格
免
か
得
'
学
汝
の
谷
に
於
げ
ろ
三
個
の
試
鈍
は
'

何
れ
J
甘
六
十
尺
内
外
で
'
五
十
八
度
乃
室
六
十
度
の
温
泉
か
得
i1
.
特

に
相
補
山
に
於
げ
ろ
試
錐
は
'
深
さ
官
七
十
五
尺
で
粗
度
七
十
三
度
の
間

駄
暇
晴
免
み
綿
雪

約
三
分
間
各
に
熱
砂
皇
統
さ
約
二
関
田
出
し
頗
る
壮

観
で
み
ろ
､
7
時
間
の
泊
出
鼻
は
約
十
八
石
詐
り
で
あ
る
'
農
に
脚
,{
さ

れ
て
骨
油
は
静
め
､
旗
紺
'
倶
雑
郎
噂
の
設
備
雪

波
路
の
開
#
呼
.1
忙

殺
の
状
況
で
あ
る
､
免
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
'
派
兵
助
の
附
近
に
試
錐
わ
企

つ
る
省
が
縫
紋
の
模
鎌
で
わ
t(.が
､
是
は
軌
蹄
や
別
府
串
の
有
銭
七
汲
泉

城
_=
放
け
る
紀
和
に
組
み
､
従
氷
の
池

島
保
蟹
上
柏
皆
の
撃
滅
取
締
hA,断

行
す
る
の
必
窮
が
あ
る
'
兎
に
角
故
崎
池

島
は
'
免
候
は
唆
和
で
あ
っ
て

風
浪
は
申
分
托
し

加
之
同
駅
温
泉
は
呼
物
と
な
り
'
根
の
城
崎
温
泉
が

地
箆
の
大
都
轡
か
受
け
ii
矯
め
､
昨
年
中
相
客
に
割
増
し
､
年
末
よ
り
年

始
に
か
け
'
各
旗
餌
は
何
れ
も
潮
見
の
盛
況
か
呈
L
ii
.
機
敏
hTj
大
阪
府

拒
食
敵
に
】
五
〇
〇
棚
の
汽
船
み
新
造
し
て
曲
の
航
路
に
充
(
る
番
･hAF謀

り
､
韓
域
以
南

紀
州
晦
岸
鯉
道
工
番
も
着
々
進
行
中
で
み
ろ

か
ら'
今
後

数
年
私
的
で
す
し
て
､
凍
､
扱
'
新
地
カ
ェ
り
鴻
喝
へ
の
輯
随
究
狐
は
必

志
せ

光
れ


